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道
東
イ
ワ
シ
の
漁
獲
シ
ー

ズ
ン
は
６
月
か
ら
11
月
で
、

最
盛
期
は
８
月
末
か
ら
10
月

中
旬
。澤
田
工
場
長
は「
シ
ー

ズ
ン
前
半
は
水
揚
げ
が
少
な

く
苦
し
か
っ
た
が
、
最
盛
期

の
現
在
は
水
揚
げ
量
も
魚
体

も
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
生
産

量
増
強
が
期
待
で
き
る
」
と

話
し
た
。

　

訪
問
当
日
は
イ
ワ
シ
水
煮

の
生
産
現
場
を
見
学
。
水
揚

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
約
40
ト

ン
の
原
料
が
搬
入
さ
れ
、
洗

浄
さ
れ
た
イ
ワ
シ
は
金
属

検
査
を
経
て
ヘ
ッ
ド
カ
ッ

タ
ー
、
テ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
で

頭
と
尾
を
カ
ッ
ト
、
背

開
き
工
程
で
内
臓
を
除

去
す
る
。
そ
の
後
、
人

手
で
内
臓
検
品
と
除
去
を
行

い
、
原
料
を
並
べ
て
成
形
工

程
へ
。
頭
や
尾
な
ど
は
グ

ル
ー
プ
会
社
で
ミ
ー
ル
（
飼

料
）
と
し
て
利
用
し
廃
棄

物
の
削
減
に
つ
な
げ
て
い

る
。
肉
詰
め
さ
れ
た
缶
は
調

味
液
（
水
煮
用
）
を
注
入
さ

れ
、
巻
き
締
め
機
で
密
封
さ

れ
、
大
き
な
レ
ト
ル
ト
釜
で

加
熱
殺
菌
さ
れ
る
。
包
装
工

程
で
は
Ⅹ
線
検
査
、
巻
き
締

め
チ
ェ
ッ
ク
、
印
字
検
査
な

ど
を
経
て
箱
詰
め
さ
れ
、
全

国
へ
出
荷
さ
れ
る
。

　

釧
路
工
場
の
敷
地
面
積
は

１
万
２
６
０
４
㎡
、
建
物
延

べ
床
面
積
は
７
８
４
０
㎡
。

う
ち
第
１
工
場
は
３
５
９
６

㎡
、第
２
工
場
は
５
７
１
㎡
、

第
３
工
場
は
３
６
７
３
㎡
。

生
産
品
目
は
第
１
工
場
で
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
の
イ
ワ
シ

缶
、
サ
ケ
缶
（
水
煮
）、
サ

ン
マ
缶
な
ど
、
第
２
工
場
で

は
業
務
用
パ
ウ
チ
ほ
か
、
２

０
２
２
年
に
新
設
し
た
第
３

工
場
（
焼
成
ラ
イ
ン
）
で
は

「
い
わ
し
蒲
焼
」「
さ
ん
ま
蒲

焼
」
な
ど
。
22
年
度
生
産
実

績
は
52
・
２
万
箱
、
23
年
度

は
56
・
４
万
箱
、
24
年
は
57

万
箱
を
計
画
し
て
い
る
。

　

特
に
、
第
３
工
場
は
焼
成

シ
ス
テ
ム
が
特
徴
。
約
20
ｍ

に
わ
た
る
加
熱
水
蒸
気
ラ
イ

ン
で
じ
っ
く
り
と
焼
成
す
る

こ
と
で
身
は
ふ
っ
く
ら
と
焼

き
上
が
り
、
焼
き
目
と
香
ば

し
い
風
味
が
生
ま
れ
る
。
蒲

焼
の
ほ
か
、「
北
海
道
の
い

わ
し 
梅
し
そ
風
味
焼
」「
同 

明
太
風
味
焼
」
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
に
焼
き
魚
シ

リ
ー
ズ
を
展
開
し
て
い
る
。

　
〈
釧
路
工
場
の
沿
革
〉

　

釧
路
工
場
は
、
戦
後
の
北

洋
漁
業
再
開
に
伴
い
、
昭
和

27
年
（
１
９
５
２
年
）
８
月
、

当
時
の
日
魯
漁
業
釧
路
工
場

と
し
て
操
業
を
開
始
。
同
39

年
10
月
に
日
魯
漁
業
釧
路
事

業
所
缶
詰
工
場
と
し
て
工
場

移
管
を
受
け
、
北
洋
母
船
に

よ
る
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
原
料
を

使
用
し
「
あ
け
ぼ
の
印
さ
け

缶
」
の
製
造
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
57
年
９
月

に
日
魯
漁
業
釧
路
工
場
に
名

称
変
更
。
平
成
２
年
１
月
に

ニ
チ
ロ
釧
路
工
場
に
名
称
変

更
。
平
成
12
年
（
２
０
０
０

年
）
２
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
認
証
を
取
得
（
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）、
同

13
年
10
月
に
角
５
Ａ
缶
の
缶

詰
設
備
を
第
２
工
場
に
ラ
イ

ン
化
し
設
備
増
強
し
た
。

　

続
い
て
、
15
年
８
月

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス

ケ
ー
ル
（
丸
缶
用
）
導

入
、
16
年
２
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
認
証
を
取
得
（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）、
19
年
３
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
２
０
０
０
認
証
を
取
得

（
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）、
21
年
４
月
に

第
１
工
場
で
新
さ
ん
ま
蒲
焼

ラ
イ
ン
で
さ
ん
ま
蒲
焼
の
製

造
を
開
始
し
た
。

　

22
年
４
月
に
マ
ル
ハ
ニ
チ

ロ
北
日
本
に
社
名
変
更
、
31

年
４
月
に
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０

０
０
認
証
を
取
得
（
食
品
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）、
令
和
２
年
（
２
０
２

０
年
）
８
月
に
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
４

５
０
０
１
認
証
を
取
得
（
労

働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）、
同
４
年
４
月

に
第
３
工
場
を
増
設
、
事
務

所
と
休
憩
室
を
移
管
し
た
。

　

澤
田
工
場
長
は
「
安
全
安

心
を
基
本
に
従
業
員
と
と

も
に
一
生
懸
命
つ
く
っ
て

い
る
。
従
業
員
の
安
全
、
商

品
の
品
質
を
第
一
に
考
え

て
い
る
。
今
後
の
発
展
に
向

け
、
省
人
化
、
新
し
い
魚
種

な
ど
も
検
討
し
て

い
く
。
１
０
０
年

の
歴
史
の
あ
る
さ

け
缶
や
脂
の
の
っ

た
イ
ワ
シ
の
蒲
焼

も
お
す
す
め
。
素

材
の
お
い
し
さ
を

そ
の
ま
ま
製
品
に

詰
め
込
ん
で
い
る

の
が
特
徴
」
と
太

鼓
判
を
押
し
て
い

る
。�

（
三
浦
正
幹
）

　

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

北
日
本
の
釧
路
工
場
は
、
生
原
料
を
使
用
し
た
イ
ワ

シ
缶
詰
の
生
産
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
釧
路
港

に
面
し
た
好
立
地
で
、
前
浜
の
生
原
料
を
市
場
か
ら

買
い
付
け
て
直
接
工
場
に
搬
入
、
鮮
度
を
保
ち
な
が

ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
し
て
い
る
。
本
紙
な
ど
13
社

で
組
織
す
る
缶
詰
記
者
会
は
９
月
27
日
、
同
工
場
を

見
学
。
澤
田
直
人
工
場
長
が
工
場
概
要
と
直
近
の
生

産
状
況
な
ど
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

漁
港
に
面
し
た
好
立
地
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
原
料
使
用

生イワシ缶詰生産最盛期
マルハニチロ北日本釧路工場

釧路工場外観

澤田工場長

原料を搬入

人の手で選別

新鮮イワシ原料

調味液を注入

大型レトルト釜で加熱加圧殺菌


